
電波吸収材の配向性を制御して性能ＵＰ
－ ミリ波帯域電波吸収材の性能安定化に関する研究 （Ｈ１８～１９）－

これまで、ミリ波帯域電波吸収材の誘電特性を測定すると、配向性＊の影響が
大きく品質が安定しないという問題がありました。
そこで、熱可塑性エラストマーと誘電粉末の混練条件や配合剤の添加条件を
変えて、配向性の抑制効果を検討しました。

＊測定方向によって誘電特性等の性質が異なっていること。

混練温度・回転数の調整と、配合剤の添加により、ミリ波帯域電波吸収材の
品質安定化をはかることができました。
今後、電波吸収材への応用が期待できます。
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ミリ波帯域電波吸収材の配向性

配合剤の添加による配向性の変化

ロール ：ミキシングロール機 温度120℃
ロール+配合剤 ：ミキシングロール機 温度120℃ ＋

ﾎﾟﾘｸﾞﾘｾﾘﾝ脂肪酸ｴｽﾃﾙ0.05%

ミリ波ネットワークアナライザと

サンプルの測定方向

測定方向（サンプルを９０
度回転）によって、誘電特
性値が異なり、配向性があ
ることが分かる。

配合比
熱可塑性エラストマー：誘電粉末=100：300

９０度回転
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－1､－2は測
定方向を示す
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測定方向（サンプルを９０
度回転）によって、誘電特
性値がズレ、配向性がある
ことが分かる。

配合剤の添加によって、測
定方向の違いによる誘電特
性値のズレが少なくなり、
配向性が改善した。

－1､－2は測
定方向を示す

原料配合割合
(ｴﾗｽﾄﾏｰ100部)


